
うな秋憩なら.どの位損滝するかという茲宝の火伐^把托・;全くなされて■•・、左い”それけ皿" 
な仕歩であるけれど.安全の而がらも轻話の而からも決して無視できない悶过であるので,qi 

也蹈殊究者のみならず・すべての決均技術者の共问の魂題として戒り上げて行く必疫があろ

なお.集材极碌線の設計は・我在,衆范踵M算手法をそのi主流用しているが・これだけ 
では全く不十分である。もちろん・柴材帔作楽技術者は尚としてその程度の殳“修算技術は 
当然身につけていなくてはならないが.しかし,それだけでは.!(用技宛として完全ななのとは 
いえない。架初•极作業の各索において火源に発生する弦力を常に監祝で普るような卷便唯価な 
計器の開発と突用化.或は追度狼力斜"を主索3な5作斐索に［仪りつけるなどの方法に.!. 
り,灾倩に適した柴材扱理営技的を陀立しなければならない。

© チェンソ一作鄭に网しては.その使用技汚についての硏究が非常におくれており,前述のよ 
うな初歩的調五ですら园の内外において訓わばパイオニア的调査として注目される冇樣である,, 
それは従来相定技徳器の大印分が機:成の分所結合などけ械そのものをこね水わすことにのみ興 
味を持ち.本来の任務であるところの?・呢をどのように使って.仙何に、して煥商の成采をあげ 
るかということへのI爵心が苒かった結果であると想われる.今までは使用技術に関しては製睫 
阪売業者の指示する所に百従して來たというのが灾祐であり.その中にはすでに幾つかの踱間 
点や誤りも発見されている。この分野にはソーチニンの切。翔稔など,基礎的で非常に困難な 
問題も残されているが,それらの正しい解決に至瞼するためにも,如何にして現存の扱假を勃 
宰よく使弔するかと云う作斐技術の問題をできるだけ煮つめ,使用技術水準を高めておかなけ 
ればならない。以段階は単に若干の入口を兄っけ很た程度にすぎないので,今後は硏究標閔グ 
ルーブや哭場技術者との期力紀より,すみやかにそれらの解決を図るとともに,当然次々と充 
見されるであろう多くの問題点に取り組んで早・急の解決を導き出して行かなければならない。
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2 5.林業労働安全に関する研究

1.煎ユ担当者

作業弟一而究室:辻 临招,渡辺庄三ぎ,石井為ゑ

2•觀駭冃的

林業労働の災将防止に対すろ基礎す料を彳恥。

3.前年度までの径遍とえら!^た結杲

昭和3 8年度にふ、ける国有林评中某における公務災馬:こついて,昭和4 0年う月公拷災書分折 
讃告;!;ととも;こ,下記の上うな表にまとめてお新亍へ次告しれ。
昭和3 8糸度国有林外性漿公務災害の分析
1. W吿.'J 公務災害分析
2. 梳計表

様式1 劾続年细U •年S附眉別,刃女別災害件数(8 8 ro

様式2定R内外別,屈用区分别,・らぴ(二賞金支払形熊別災害件取(8 8枚)
様式3災客程度別,部位別,湯病名別災枠件を(8 8枚)
様式4作業行動別(耍治作業别)说害滝生获況(.5 9枚)
様式5災害発生経過の分類(15 6枚)
様式:6 受災時の使用機械。器R等の調农(110枚、
様式7 加宕物件詞表(11〇枚)
(注)各様式とも従郭作業(6 8種須)ごとに分類集計してある.

丄4I年度の試験経過と詰果

作楽洵1針究室において,その後昭和3 8年変における公務災害の発生状況を発生装因,時刻 
年齢,作業方:どの而から分析を引続いて行ない.また労働科学的東面からの検討«,併せ行まって 
その結果を別剧のように昭和41年1〇月あ2 5回全国注業安全大会で発表した(綿文巻末務考 
資料参照)。

この別刷の中に示した波の内容はその項目の主なものについて述べたものである。各従书作菜
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別に分析した祥纬な立科に相竺5葺’こ象するので,最終集計表を別我として点伯して8、い・.,

弟1表 生前陷別にみた侈糾名,受災都位の坎況

第2表 年的浩別:こみた発生時刻,休必・後の経谖時間別の発生状況

第3a 年齢陰別の災罟程度の状況

第4表 傷病名別の災告程度の:上況(省幻

第5扱 受災時の使用扱域。彫yよび加害物件(告略)

第6裝 発生経谒の衆因分析

第7表 身体動作の発生性遥の要因分析

以上であるが,卷考弟・り内容をより細く丈上うとする場合はこれらの我をな照していただを 

たい。

左君,これらの表のほかに「月別の•発生時刻綱」「月別。休阳後の経過時間別調」のなも参考 

に添付してある。

林桨労働災害の中で,後"い発生妥因け:必6張にみられるように,1次要因は「足」|て関係 

する要因で,その中でも「是がすべる」が最も多く全災害件放4「28件中8 7 〇件2 I知の多 

きを占めている。

このことについて細かく分析した我が第8表である。

不整形な急斜地の足場の港い所で長くて広い材木を取扱う作案,我物尚度が比較的商い作榮, 

昧中の步行の多い作案が主である林業であっても,「足がすべる」という!次の発生娶因が全 

体の21%も占めていることは注目を袤するところで.ちリ,捋来これらの釜件をどのようにして 

克・服し,災害を少なくしていくカ、が短菠左録題の1つでもある。

ここで各表Kついて若干の脱明を加えておく。

(1) 月別にみた場合

件数8 7 〇に対して5月〜1。月までの間が高く I 〇%〜14 .13%平均して12%とな 

っている。また,全災害件数の月別の比械(冒)でも,足がすペるの災咨が5月〜1〇月の間 

に多く平均の21%を超えている。學業開始とともに夏。秋の最盛期!て多くなっているが,こ 

れけこの娜。中汇んける仕形筮が多いということにも関係が・るだろう。

(2) 年蛉陀別Kみた場合

件数8 7 〇に対して18オ〜3 7オまでの間が多く,この間で5 5. 7 5 %を占めている。

このこと吐年度に.かけろ林火御者故の年.舗構成と対比してみなければならないが,この年代に 

多い理由はさだかでない。全災害件数に対する比(冒)では高齢者•の4 8〜6 2オの間で多く

—2 6 〇-

なっていることは注目される。

(5)蛭段年敎別にみた堤fr

件故8 7 0に対して曜・年敖3军耒満。咨が5 6%夜多くを占めていろことは林笑、つ特質を 

あらわしていると考允られる。i わら,一般エ揚と貝紐って作案方沒が视娯である点,忸未 

このクラス心作照］:«対する安全思邸｝普及は勿瑜のこと,他底した安全作薄の敎育と詡珠が 

必耍であるといえよう。

(4)発生時刻別にみた均合

件枚8 7 Dに对して,同つ治業時からだんだんと多くなり,挞休あ後は低くなる7>:褪業畴に 

近くなるにつれて高くたってきている。午前中以11時から11時50分の間が11.49%で 

ー冷高く,午後は15時3 0分〜16時'4での間が高く 8.0 J %となっている。災•苦発生時刻 

もこの時間帯の前慢に多いことを併せ考えると休R州間の与え方t考える必更があろうかと恩 

われろ、また一般K云われるよう伝作業終了前の〃気のりるみ"との囹係もあるかもしれない。

(5) 傷病名別にみた場含

件数8 7 〇に対して切創2 0. 2 3 % ,肾折21.15% »扌『拱21.4 9 %とこの3つが特に多 

へ 全件故に対する比"舍)でも多くなっていろ。

(6) 災并部位みた綱合

件故8 7 0に対して脾2 0.11% ・足19.6 6%が多い。全件敖に対する比率(合)でも・脚 

が3 7. 3 %と一帯多く ,足は2 0.8%とをっている。

(5)・(6竝共通して云えることは,!次安因が「足がすべる」2次耍因が「帽倒。転落」と云 

うケースで発生しているのが林業の災害の特謙であることを考える時,これらの傷病名,災害 

部位の多いのは理解できxう。

(7)従母作髪別にみた場合

件数8 7 〇に対して特に多い車業をみると,造林では人力下刈9.2 〇%,人力地ごしらえ

7. 2 4 % ,除伐つる切5. 2 8 % ,生ヰ:では造材7. 4 8笏,伐倒4. 71% ;卷立3. 5 6% ,木褂 

せ3.7 9%となっている。全災害発生剛こ対する比(咅)でみると生産事業に対L.てより,造 

林0榮の方が多いようにみられ呂。生産1$業の場合は出段的一定の揚所で作業するQに対し, 

造林事業の場合は大部分移動をともなう歩行作榮が多いだけにこの邱の災害が多いものと思わ 

れる。

(8)天俣別にみた埸合

従以した作業日の天煥の割合を全災害件敖についてみないとわからないが,雨。禁の日より
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暗れの日がA 5るのあくを占めていることは,天從の惡い日!:リ注意力が足りないのではM.

かと恩われる,

以上,「足がすべろ」’：.：Zて覚上した災EQ1次要因だけ］て限定して各須目ごとvCA-C ft- 

が,前述したよう二还い条件下で今作菓,かつ大胡分力:歩行作花である林暖,こあ-て,これら・っ 

条件を克服していかエ災害を少なくしていくかが拔要な課題であり,そのため: 1:は災害防止対・工 

としての安全敎育,安全診盼,作弟基中の作成择の実行はもとより•作隼方法からの作弋您第, 

作業時間,休憩詩間.つ与え方の研究,それに加えて選祥如怵業の«年業形裡を単浏化し作避・を粮壁 

化していく管理方法を切めるとともに,作芸員【二対して安全作英:こ対すろ指導と別秋をーそう炯 

化哭行することが最も必耍なことであろう。

&こんごの間題点

L災害頻発者に対する.適性顷査の項目と災・との函述を求め,頻充若のスクリーニングい术 

準の作成。そのた歩には過去に実施された適性検咼果の;淨点と災害願黑老との関係を分析し, 

他産艾K右、ける実例死査も併せ行ない怨考とする:

2•各作業の安全作業基準の作成と標找化に伴なう改訂と间時に,作車貝:C対ー)•る作顆由作の訓 

懿と教170ytめの方法の確立〇

辻 隆道外15林果労働の災月分析,培2 5回全国産桨安全大会研究発表集,昭41.10.1〇
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林業労働の災害分析

檢械化部作英科作荚带1研究室:辻 隆道,石井邦彦

1•まえがき

われわれは眼和3 8年既国冇林野I顷にわける災害の発生状況を要因.時刻,年蛉,作業など 

の而からいろいろと分析金行たへたので,その分析結果について述べるとともに,労知科学的な 

而から若干の検討を加えたのでそれらについて宜衣する。

2.災害発生の分析結供

(イ)年を浩別の編风名。災评部位の状況

年爲階別に発生の多い5位までの願【・こみろと第1表のとふ、リである。

才1& 年姗削にAた鴨翌.•受編8位 >状況

年蹄階 別 陽病名 受災 部位

年齢僧 鴛鶴対 1位 2位 1位 2 位____

1 2 8 〜3 2 1 7.1 5% 骨折 打挨 足 腿

2 35—57 1 6. 0 8 骨折 打拱 足 睫

5 25—27 1 4.1 7 打摸 切側 足 題

4 18—22 1 0. 2 5 切創 打撲 足 S3

5 58—42 1 n. 〇 5 骨折 打挨 足 夏

1位 打撲1 9. 3 3% 1位足 1 9. 8 9 %
全件以(4,12 8件)に 2位 膏折1 8.6 0 災 2位腿 1 4.8 7^
対する比率 3位 切俐! 7. 5 4 % 5位响 11.5 6%

4位 挫創1 7. 〇 ! % 4位手 9. 7 4%

野外の足埸の思い場所での作業が大部分でちる林業の特徴がよくあらわれている。塚辑で 

はH・折〇打撲が全件故の5 7. 9 % ,受災部位では足-腿が全件敖の5 4.8%©多くな占いて 

いる。

(ロ)年齢陪別の発生時刻〇休憩後の経過時間の寿生状況

毎日の嬲務時問は我榮規則で定いられているが,単独作業か集即作業かにXって休憩時間 

のとり方;よ画一的でないのが現状である。このような状熊の中で発生時刻。休憩後の経忍時

-2 6 5-



+ 2な年肖;結別の発生時刻・統役の呀過時間の発生伏況

発 生 時 刻 休敬後の経過時間
年整階別

1 位 2 位 ! 位 2 位

時 •時 分 分
1 28〜32 1 0. 5 O〜11.〇 0 9. 3 0 〜1 0. 0 0 8 6〜9 6 11 6 〜1 2 0

2 5 5 ～5 7 1 0. 3 0 -11.Q 0 1 0. 0 0 ～ 1 0. 5 0 8 6 〜9 6 5 6〜6 〇

3 2 3 〜2 7 1 a3 〇-11.〇 〇 9. 0 0 〜9. 5 0 5 6-6 0 8 6〜9 〇

4 1 8～2 2 1 0. a 〇〜11.0 0 1 0. 〇 〇 〜1 0. 5 0 5 6〜6 0 8 6〜9 〇

5 3 8 〜4 2 1 0.5 0 〜11.0 0 1 D. 0 0 〜1 0. 3 0 5 6 〜6 Q 8 6〜9 〇

1位1 0. 3 0 〜11.0 〇 9.6 9% 1位 5 6〜6 〇 11.2 6%
全件数(4128件 2 位1 0. 0 0 〜1 0.5 〇 7. 5 9 % 2位 3 6〜9 〇 1 0.5 2%
に・寸する比率 3位1 5.0 0〜1 5. 5 0 7.1 5% 5位 2 6〜3。 6.7 8%

4 位 ?. 3 0 〜10. 00 7. 0 7% 4位 〇〜 5 6.1 5%

間をみたのが第2 JVCある。

災害発生に» 〇時から11時までの時間帯に多く仝件数に对して17. 3 %を占め,休慙後 

の経過時間では5る〜60分,86〜9 0分の間に多い。

(ハ)災害程既別の状況

年齢隋別の災害程度の状況は笫3表のとわり。

力5女卒び靖別の災呂程博の状況

年部階別 死亡 1K悔 中等陽 蝇傷 微陸

1 2 8 〜3 2 8 3 6 9 2 1 2 1 〇 8 1 〇

2 ろ3〜3 7 5 3 5 9 1 8 9 9 8 1 3

3 2 3〜2 7 7 2 9 1 1 9 6 8 1 1 〇

4 1 8 〜2 2 2 2 0 8 1 5 5 6 8 ! 〇

5 3 8〜4 2 3 2 2 3 1 3 1 5 〇 7

鈔瞬(4」28)件数 3 7 2.1 6 4 1.2 6 8 5 9 5 6 4

に対する上イ 比率 0.8 9% 5 2.4 2 5 0. 7 2 1 4. 4 1 1.5 6

次に伽病名と災宕和度の関係を全件数についてみると第4 &のとわり。

死亡災答では骨折が多く,その中で瀕の骨折が15件を占め,主な作遂は伐木造材が5件
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J&材機作芙が3件である。

> 4 n •紬名.叫つ災,匕柠俄つ状況

虜__解 名 死亡 市僞 中筹膳 経 K 濫命

打换19.3 5% 7 5 5 2 2 9 4 1 5 4 1 3

骨折18.6 0 2 5 6 2 8 1I 〇 11 2

切剤I7. 5 4 1 5 0 4 3 0 2 ! 〇 9 5

挫創I7.01 1 5 6 1 2 5 1 1 〇 〇 1
号扃27.72 5 5 1 '5 5 5 1 2 4 1 4 5

冋受災時の使用嘰惊器I陵よび加劃拼F

林業は作業内容が広範明にわたっているため•使用する初城器只も多く受免時における数 

は2 9 7点となっている。また加害物件i同様に5 n 0点の多くを敌えろ。受災時に使用し 

ていた機楝器貝む上ぴ加害物件は羊5表のとおり。

’加5衣 受災時の便相依樓お貝•も、よぴ怵了物件

(ホ)我上飛過の要因分折

1 位 2 位 5 位 4 位 5 位 6 位 7 位 以 T

使用 迎ー カ マ 灘手 チェゾノー ト ピ ナ タ 刈払機 タ キ 2 9 0点
觥。
器共 R係 9.6 4% 8.8 6 8.1 7 7.5 5 7.4 4 3.8 5 3.2 5 5 1.2 4

加害 丸太 カ マ ナ タ 豚姿勢 地世 灰条 石 4 9 3点

粒件 1 4.7 7% 6.0 8 5.7 0 5.4 7 4.5 1 4.1 〇 3.8 2 5 5.75

災害の発生がどのような緇困で起っていろかをみたのが第6表であろ。

発生経迅の一次嫂因では身体動作によろものが全体の5 7%を占め,次いで木材忙よるも 

のが20%となっている。2次以下の要因でも勿体動作が半分以上を占めている。

次に身体動作をさらに細かく分析したのが第7我である。自体動作の一次要因では足に関 

係する場合・が一希多く全件数に対して2 8. 5%を占め,2次要因では院い卷落が多く 2次 

要®の中で4 4.7%と約半分を占めている。足に関係するものとしてモの内容をみると「足 

がすべり」が7 81件で全件散に対して18. 91% ,「足が引かかり」が219件(5. 3 0 

% )と左っている。

炊上災害発生の分析結果を述べてきたが,林業の災害は大部分が次のような形で発生する

ことが考えられろ。
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充仁«国・)分听

発生経逕 1次 2次 3次 4次 5次 6 次_

身件動作

木 材

機械据R

能来翎

その

その㈱物

車 術

その他

1.5 2 6
5 6.9 %

8 3 2
2 〇,1 6 炎

3 5 2
8. 0 4 を

2 3 3
5. 6 4%

! 〇 5
2.5 5%

7 8
1.8 9%

3 5 1
8.0 2%

2 1 9
5. 3 0 幼

4 7 2
11.4 4%

1.6 5 6
6 5.1 7 %

3 4 4
1 3. 7 1 %

1 4 6
5. 8 2 ウ

1 3 5
5.3 0%

7
0. 2 7%

1 9
0. 7 6%

4 6
1.8 3 為

1 〇 6
4.2 3%

7 5
2.9 1 %

2 4 3
5 6.3 8%

7 4
1 7.1 6 %

5 〇
6.9 7%

2 1
4.8 7%

2
0.4 6%

5
5.1 6%

9
2.0 9%

39
9. 0 5 %

8
1.8 6%

5 3
5 8. 9 2 %

6
1 0. 7 2 5¢

4
7.1 4%

1
1.7 9%

1 2
2 1.4 3%

1
5 5. 5 *

1
5 5.5 5S>

1
3 3. 3 5

1
1 C 0. 0%

4.1 2 8
1 0 0. 0 %

2.5 1 0
1 0 0. 0%

4 3 1
1 0 0.0%

5 6
I 0 0. 0%

3
1 0 0. 0%

1
1 0 0. 0 %

才7衣 “•体動作の発生径過め要因分析

1次 2 次 5次 4次 5次

足

手

力が余り

転倒転裕

身 体

腰

身体動作の 
全件救に対 
する比率

1.1 7 7
2 8. 5 1 %

1 6 4
3.9 7%

1 4 1
3. 4 2 %.

2 2
0. 5 5%

1 7
0. 4 1场

5
0.0 2%

1.5 2 6
3 6.9 6 %

1 6 7
6.6 5%

5 11
1 2.3 9%

1?
0. 7 5%

1,1 2 1
4 4.6 6%

1 8
0. 7 2 %

1.6 5 6
6 5.1 7%

3 6
8.3 5%

7
1.6 2%

2 0 0
4 6.4 1 %

2 4 3 
| 5 6. 5 8 %

3 3
5 8.9 2 %

3 3
5 8. 9 2 %

1
3 3. 3 3 %

1
3 3. 3 3 %
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受说郃位1次展因 2次暖因 陽褒

凡がすべり］ ▼既倒»&落

足が引力小り「、ぎ;』。?HI
にふれる

接 足

折一哩

制 手

不惟彬な笛,”也c足以・顷讥、所で,&くてkいん太を垠位い,労働於度が比•夜的蔼い作斐 

が主である林茎にあっては,これらの策件とどのように克邸して災害を少なくするかが課旳

であろう。

3.労働と休穗時間

快物の発生纹I 〇時から1!時史での問,休賴後の降過時問では5 6〜6 0分の間に多いこと 

全述ペたが,これと関連して妓労と休憩時間の関係についてふれてみる。

林•実に如いては单独か・堡印かにより,まセ作成の種坎によって労働の質的内容が異・リ疲労の 

堤合も度ってくろ。さらに足用の惡い場所の作斐は肉休的な我労と共に精也勺・緊版が常にはい 

たいその而の疲労も見逃せない。このよ’>なことから林染にお、いては,-ー较!場のような而一的 

な休み時間の与え方でな < ,作業の種侦に宅じて欽!正な休愁畤間の与え方が必雙であると莒えら 

れ,:妹業労倒の余裕率克定式が求められている。この样定式から"出した余裕時間をI日の勤捞 

時間に配分し,疲労との関係をみた実巽例があろので述べてみる。

林剥3,、いてれ中等労働に济すろ苗畑の除草作無で,余裕率’豊定式から求められた余冷诗間は 

約5 〇分であろ。この休憩時間と午的。午燒のへI 5分の定いられ・だ休愆鴨!!*.<A)15分問1：3 

2回・ほ)5分間!口 6回,(C)3 〇分間1日2回,(必1〇分間1U 6回とそれ電れ分け与え.だ塔C 

の各作％日に対するフリッカー値に丄る疲’方状況をみたのがあ!図である。(A)う規定のI5分閏 

1112 1<2］のときのフリッカー億の低下率は1〇時から1丨時の問で急故に低下し,せた休憩後 

6 0分退ぎると低下が大きいことがわか・ら。しかし〇))つ余裕卒耸定式から求わた余裕時間を毎時 

1〇分ずつ与えると低下率も少なく股も効黑的であろこと力めか・如 なお1週間【’こ却すろ值F!の 

疲労の変化についても同じことが云える。

次に刈払犠による地ごしらえ作業について灾態調査と余裕军算定式から求わられた時間をあ2 

段!のXうに配分して作業陆間をきめて0钿価即を実施した1カ月間の例では,•労條な:は観沏時間 

と4 8 0分に換算した値との差は実標調充により時間皆理の力がその差も少なく,毎日の作業が 

充灾され,支化が少なくなっている。さらに余咨率は時問汀理の方力:少なく,8時間換算で労例 

砧は8 8カロリーとわずかの差であった«作業終了時に好けるフリブカー依では砖間育理の方の 

低下率が若干嚮かったが,1ひの勤務時間終了後では反対:て低くなっていた。作業貝の意兄とし

～2 67-



始 休

7 8
如护

34 開
始

11 14 15 16 17

整了
炳

2回・
回
2回
6回

*1図 休憩時柵の槌Wあ、よびBb分と逐時的疲命低ド度

5 A年度
1日4〜12回
平均7. 5回
!回当り
2.。 0—2 2.0 〇 分
平均7分

栄養喪理の面から「ピクミン御幻投与が疲労経波に効果がある」といわれているが,それを実 

際::て毎日の食生活にピクミン補給を考慮.した讀立を実行していた現場(チェンソーばよる伐木造 

材作業の例)での自覚症状緒査において,強化食組と非強化食組とではあ5らかに•差が認められ 

強化食組では糖神的あるいは神経够覚的な面で評点カ:雖となっていて,症状の固定化についても 

その废合が小さくなっていた。

て「時悶管理の方が一斉に全員が休めて,刈払液の嗫咅から解放されるので,今までの自由(こ・ 

む方法よりは休んだ気持になれる」ということが大勢を占めていた。

★ 2図刈払湘我作の休恕峙询促分

日6

日
卩 

1

日1
1

S

分
〇 
〇 

— 5
3
1

-2 6S-

战Wと休垣時問Kついて支気例を示してきた。災咨は疑鴻の環境は勿諭のこと,瑁神的。肉体 

的な竣労の蒂紳でよる而小らQ発十も考えられる点,各作薬の汚働の質的内穽を充分に把握し, 

通正次余初冬間を求い作恐時間のなえ方なども検討する必姿があろう。

4•あ と が®

災苫防止っな作期係者の間では防止対策:こついて安全救育,安全診断,各理作榮基準の作成等 

の万法力:企画され:耳行され•勺々公荷災撰の诚少効梁があらわれつつあるc勿論これらの施證も 

il(要であるが,労働科学的な見地からの作業姿勢,作業時間,休恐時間などの研究をより一そう 

強化し,複瓣な林業の険形廷を削純化し,作夫の標準化を蹄立してイ摆讨理をを力にむし進S 

ろことが災肯をなくする手段として必婆なことの一而である。
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